
施設（建物）カルテ

施設番号 49 調査年度 2024年度

建築年度 1990年度 築年数 34年

構造 鉄筋コンクリート造 耐震性 あり

延床面積 3,229.82㎡ 敷地面積 7,433.78㎡

建物所有 市所有 敷地所有 市所有

減価償却率 59% 減価償却費 47,261千円

経費決算額 残存簿価 666,658千円

(R5年度) 使用料収入(R5) 38,256千円

運営形態 指定管理 常駐人数 53人

補助金等 あり（建物） 補助金額 －

施設名称 Ｓ＆Ｄスイミングプラザ羽村
（スイミングセンター）

補助金名称詳細

H2　 新築（[文]社会体育施設整備費補助金）
H15　屋上防水及び外壁改修（[防]特定防衛施設周辺整備調整交付金）
H28　太陽光発電・蓄電池設置等（[防]防衛施設周辺民生安定施設整備事業）
H28　空調設備等改修工事（不明）
R2　 天井改修等工事（[防]特定防衛施設周辺整備調整交付金）
R5　 2階ロビー屋根工事（[防]特定防衛施設周辺整備調整交付金）

施設の概要
（設置目的等）

住民の体育、スポーツ及びレクリエーションの振興を図り、もって健康で文化的な
生活の向上に寄与するため、体育館を設置する。
プール、トレーニングルーム、スポーツサウナ、会議室がある。

根拠例規 体育館設置条例

必要な施設整備と
優先度、建物不具合

【必要な施設整備】〔内容〕　　　　　　　　〔優先度〕　
【建物不具合】昇温ポンプ故障、プール薬注設備破損、採暖室ヒーター故障、空調
設備破損等

施設の現状と課題

貸出施設（貸切プール、会議室）、個人利用（プール、トレーニングルーム、ス
ポーツサウナ）共にコロナ禍で利用が減少し、近年は回復傾向にあるが、以前の水
準までは回復していない。
近隣では公営・民営共に温水プールが少なく、市外利用者の割合が大きい。
プールは、今後、市内の学校の水泳授業での利用拡大が見込まれる。
水上公園プールが休止している現在では、市内で、一般市民が泳ぐことができる唯
一のプールとなっている。

所管部 生涯学習部 所管課 スポーツ推進課

123,182千円

補助金名称 防衛省、文部科学省（以下のとおり）


